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幅広い年齢層の集まりを計画し、コミュニケーション能力を高めさせ、自主性や社会性を身に付けさ
せる。Ⅱ①

毎月の寮務委員会で高視特と情報共有し連携を密にしていく。
SNSを各係で更新し、様々な行事や日常生活の様子を月に二回程度保護者等に配信する。Ⅳ④

A

A

教務課

幼児児童生徒の「確かな学び」の育成に
向け、教育課程、教育活動が適切に行
われるよう取り組む。

B
個別の指導計画・通知表の作成について、本年度の反省をもとに、
通知表渡しの時期を明確にすることや目標の立て方や評価の仕方
を整理することに取り組む。

保護者、各分掌・学部との連携を図り、
庶務に関する業務を、見通しをもって円
滑に行う。

A
点字ブロック理解運動については、今年度は学校活性化事業がなく
なったので、教務課の庶務担当を中心に進めた。今度の取り組み方
については検討が必要。各学部と連携を図り、ＰＴＡ新聞等の内容やレイアウトを工夫し、発行する。Ⅴ②

幼児児童生徒の実態に応じた読書活動
や図書室活用を推進する。

司書補や朗読ボランティアと連携して、幼児児童生徒の実態や興味・関心に基づいた読み聞かせ
(図書の日)を実施する。また、ボランティアとの連携を図る。Ⅰ①
幼児児童生徒の読書活動を増やすため図書週間を設定する。また、図書集会や本の紹介を行うな
ど図書委員会活動の充実を図る。Ⅰ①

保護者と連携を図り、ＰＴＡ活動の支援を行い、保護者の各行事への積極的な参加を図る。Ⅴ②

おすすめの本の紹介コーナー設置や放送、読み聞かせ等の図書週
間の取組は定着してきている。幼児児童生徒の読書活動の充実に
つながっている。次年度も同じ時期に実施する。

寮務部

発達に応じた基礎学力を身に付け
させる。 児童の考えや体験したことを言葉や文章、動作等、個に応じた方法で表現する活動を充実させる。

Ⅱ③
目標や実態に応じて設定された学習集団での共同活動を設定し、児童同士の話し合い活動や共
同活動を計画的に行う。Ⅱ①

入学試験・進路に関する資料やデータを整理・保管し情報の共有や授業での活用を行う。Ⅰ①

個に応じた「個別の生活支援計画」を作成し、それに沿った指導を行う。また、中間確認会を行い全
職員で共通理解を図り課題を明確にし、指導の継続性を持たせる。Ⅲ③

児童の年間目標を達成するために、学習内容や学習集団の検討を
グループミーティング等で行う必要がある。また系統的な指導が行え
るようグループミーティング等を活用していく。

A

交流及び共同学習や居住地校交流を計画的・組織的に実施し、目標や活動内容を双方で打合せ、
共有できるようにする。Ⅱ④

個別の指導計画や指導打合せ等を活用し、教科等の横断的な視点で指導にあたる。Ⅲ②③

学習の評価について、評価の基準や方法を整理・共有し、学習の過程や成果を評価する。
Ⅰ②Ⅲ③
教育活動全体において、対人関係スキル（適切なあいさつ、言葉遣い、社会的なルールやマナー）
の指導の充実を図る。Ⅱ①
目標や実態に応じて学習集団を設定し、主体的に考え行動し、友達の意見を聞いたり、積極的に
自分の意見を伝えたりする場を設ける。Ⅱ③

中学部

小学部

A

学習の基礎・基本の定着を図り、学
力の向上を目指す。

生徒一人一人の希望や適性に応じ
た進路指導を行う。

基本的な生活習慣を身に付け、心
身の調和のとれた発達を促す。

意欲的に学び、人と関わることので
きる児童の育成を図る。

A

B

A

児童がめあてをもって取り組む運動の機会や学習集団を設定し、体力や運動意欲の向上を図る。
Ⅰ⑤

学　校　運　営　計　画　（４月）

○特別支援学校給食研究協議会の
発表の年として、全体計画を元に研
究を推し進めまとめることができた。
その結果全職員で充実した食育に
取り組むことができた。
○乳幼児から地域の小中学生、高
校生を含め教育相談の活性化に加
え、地域の中学生を対象としたICT
スタディクラブを立ち上げ、センター
的機能の充実を図ることができた。
○Instagramの充実や交流教育、地
域行事等への参加を通して、本校の
情報発信を行い、相互理解を深める
ことができたた。
●視覚障がい教育における教育相
談の増加に伴い、教員の専門性の
向上を図り、センター的機能の充実
に繋げる。
●幼児児童生徒の安全で安心した
環境作りのため、教職員の安全に対
する意識の向上と他機関との連携
の強化に努める。

①一人一人の障がいの状況等に応じた保護者・医療等との連携②PTA及び奨学後援会との連携の充実③危機管理マニュアル及び情
報管理規定の定期的な改善と周知徹底④スクールカウンセラー･スクールサポーターとの効果的な連携によるいじめや悩みを見逃さな
い環境づくり⑤事務室との連携による安全に学べる環境整備と効果的な予算運用⑥視覚障がいのある幼児児童生徒の特性に配慮し
た環境の整備とルールづくり

A

Ⅴ安心・安全な 環境づくり

具　体　的　目　標

評価（３月）

A

B

A幼稚部

昨年度の成果と課題

学校運営方針

具体的目標
身の回りのことに興味をもち、自分でで
きることを自分でしようとしたり、自分か
ら伝えようとする子どもを育てる。

体を積極的に動かし、健康でたくま
しい子どもを育てる。

令和７年度学校運営方針　継承と進化～一人一人の輝きのために～

具　体　的　方　策

幼児の実態に合わせた支援や内容の調整を行い、教員間で情報を共有し、指導に生かせるように
する。Ⅲ②

年　度　重　点　目　標

手遊びや制作遊び等で手指を動かす活動を積極的に取り入れ、様々な手指の動かし方の経験を
積み重ねられるようにする。Ⅰ②

A

日常生活動作に関する実態把握や評価を定期的に行い、子どもの実態に合わせてスモールステッ
プで指導を行う。Ⅰ③ A

教室等の環境を見直し、児童が自ら安心して行動できるような環境づくりを行う。Ⅴ⑥

５steps等で児童の実態や中心課題の把握を行い、指導グループで共通理解を図る。実態や課題
に応じた年間指導計画を立て、指導を充実させる。Ⅰ②

他者と主体的に関わることができる
力を育む。 A

様々な行事を通して生徒の一体感を高めることができた。対人関係
スキルや言葉遣い等については今後も継続して指導を行っていく必
要がある。

日常生活や計画的な活動を通して、自
主性や社会性の育成に努める。

節度ある集団生活を通して、基本的
生活習慣の確立に努める。

学校、保護者及び関係諸機関との連携
を密にし、円滑で充実した寄宿舎運営に
努める。

A

A

・中間確認会は次年度も継続していく。また、今年度の課題を明確に
し、次年度への指導の継続性を持たせる。

・今後も、高視特、学級担任、保護者及び関係機関と連携を強化していく。寮
務主任を中心に、スムーズな連携システムを構築していく。次年度も、年度初
めにSNSの更新計画を立てていく。

学部会や指導打合せ等を活用し、生徒の進路希望について共有し、進路実現を見据えた進路指導
を行う。Ⅲ①②

・評価は適切である。
・共働きの保護者が増加傾向にある。長期休業中
にも登園できるようなシステムが構築されるとよ
い。
・幼児保育時間が短い時、送迎する保護者が待機
する部屋を快適に保つことが大切。保護者の負担
感を軽減することに努めてほしい。

A

A
・行事を通して幅広い年齢層との交流ができた。中学部は週番活動
に責任をもって参加できた。次年度も一人一人が役割を担う取組を
続ける。

・評価は適切である。
・教室の照明等、個々の視覚障がいの実態に応じ
た対応がなされている。教材教具においても見え
方に応じた選択をされると更に子供達の学習意欲
向上につながるので是非取組んでいってほしい。

A

・評価は適切である。
・パーキンスを利用している生徒がいた。パーキン
スの修理は海外でしかできないので大変かと思う
がこまめなメンテナンスを心掛けてほしい。

A

・評価は適切である。
・寄宿舎生の帰省・帰舎する曜日によって、働いて
いる保護者への負担がかかっていることが多々あ
ると聞く。同行支援や移動支援などを利用できるよ
う働きかけていくことが必要である。

A

・評価は適切である。
・多くの図書ボランティアの方々に関わって頂き、子
供たちの読書意欲につながっていることを知り、大
変ありがたく思う。

教科等の横断的指導については、今後も１人１人が意識して行える
ようにしなければならないため、指導内容について共有できる場面を
設定していく必要がある。

B

A
生徒の希望する進路や実態、課題について情報共有し、進路実現に
向けた指導を行うことができた。引き続き学部内で情報共有を行い、
生徒の進路実現に向けた指導を行っていく。

A

A

児童が自分で動くことができる教室環境を意識して整えるこができ
た。今後は、児童の成長に合わせた環境整備を検討し、見直しを
行っていく。

児童同士の話し合い活動において、１対１や３，４人の集団活動は計
画的に行うことができた。大集団での活動につながるようにスモール
ステップで計画を立てる必要がある。

説明会や会議等で、個別の指導計画の作成方法や評価の方法について周知する。Ⅰ②Ⅲ③

各種書類作成業務を円滑に行うため、教務内規の活用の工夫を図る。Ⅲ③

A

身体を動かす活動を毎日の保育活動の中に設定し、計画的に行えるようにする。Ⅰ②、Ⅲ③

①発達の段階に応じた対人関係スキルの指導②幼児児童生徒が障がいや見え方に応じた学習環境を自ら整えるスキルの指導③学習
や体験したことを発達段階に応じた学習方法で表現する機会の充実④交流及び共同学習の効果的な実施⑤一人一人のよさや違いを
認め合う集団づくりの推進⑥体験や学びを通して自己選択能力を向上させる指導

①全体計画に基づいたキャリア教育や食育､性に関する指導の充実②連携や情報共有のための効果的な会議の設定や工夫③一人一
人の学習の段階を踏まえた系統的な指導や、カリキュラム・マネジメント推進のための個別の指導計画等の活用④進学先や福祉施設
等との連携による進路指導の充実及び情報発信の工夫⑤外部専門スタッフ等の活用・連携による指導力の向上

①視覚障がい教育の基礎・基本の継承及び課題やニーズに応じた計画的な研修の実施②視覚障がい教育に関する教材・教具の整備
③ニーズに応じた教育相談や関係機関との連携④HPやインスタグラム等による本校や視覚障がい教育に関する情報発信⑤OJT(OJL
タイム等)の推進

Ⅰ　「確かな学び」の育成

Ⅱ 主体的に考え､行動し､　表現できる子どもの育成

Ⅲ 自立と社会参加を目指した指導の充実

Ⅳ セン ター的機能の充実

①読み･書き･計算等の基礎学力の定着を図る取組や読書活動の推進②教科等の目標を明確にした指導の実践③自立活動及び日常
生活動作の指導の充実〈学部･舎〉④子ども達の学びを深める教材･教具の工夫やICT機器の活用の強化⑤日常の教科学習・行事等を
通してチャレンジ的な活動の推進(運動･学習)「鍛ほめ福岡メソッド」⑥知識や興味・関心を高める体験活動の充実

A

　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

様式３

自己評価

令和７年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立福岡視覚特別支援学校

学校関係者評価

次年度の主な課題
グループミーティング等を活用して、身に付けたい動きを共有するこ
とができた。次年度も指導内容や関わり方を共有する方法を検討す
る必要がある。

幼児の実態に合わせて内容を設定できるように、活動によってグ
ルーピングが組めるようにする必要がある。じっくり活動に取り組む
ことと動きの種類を増やすことのバランスの検討が必要である。

特１０
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A

A
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A

A
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A

A

B

A

B

B

B

弱視教育・歩行指導・点字指導については、視覚障がい教育のベー
スとなる。これらについて次年度どのような研修を行うか、幼児児童
生徒の実態を含め、検討を行う。

人権教育関係の資料一覧の作成、副教材に関する研修を行うことができた。
また、研修会について回覧等で周知を行った。ほしい資料等を調査し継続的
な更新と、定期的な周知を行う。人権学習については、実績の確認（計画の
修正）や資料の集約を行う。

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

安心・安全に配慮しながら学校給食を実
施し、望ましい食習慣を身に付けさせる
とともに、食に関する興味・関心を育て
る。

A

給食に関して、衛生面やアレルギー等対応食の確認を全体へ周知し
対応できた。異物混入に関しては、さらにスムーズな連携が必要で
ある。食育に関する取組はできたが、全体計画の活用についてクラ
スや学部の状況を把握する必要がある。

食物アレルギー調査を踏まえた給食対応、異物混入時の対応、ランチルームの消毒や配膳者の衛
生チェック等、安心安全に配慮して給食を実施する。Ⅴ③

食に関する指導の全体計画を基に個に応じた指導を推進し、基本的な食習慣やマナーを身に付け
させる。Ⅲ①　Ⅳ①

進路希望の状況を把握し、指導の在り方について職員間で共通理解を図りながら、進路相談を行
う。Ⅲ④ A

各文掌や各学部と連携し、「キャリアパスポート」の活用状況を把握し、様式の検討や見直しを行
う。Ⅲ①

進路につながる学習・活動が系統的に行えるように、各学部、各学級での取り組みを集約し、表に
まとめ、活用方法の検討を行う。Ⅲ①

教育的視機能評価を実施し、教育的ニーズに応じた個別の教育相談を実施する。Ⅳ③

さくらんぼ教室、サマースクール、ICT Study Club等、グループでの教育相談を実施し、相談利用者
同士、保護者同士の交流の場を提供する。Ⅳ③

B

安全点検をQRコードの集約により実施率は向上した。結果の周知と
点検箇所の対応が必要である。 火災・地震避難訓練をより現実に即
した形で行う必要がある。ヒヤリハットと事件・事故事案の集約・共有
の方法について検討が必要である。

将来の豊かな生活の実現を目指し、自
分の果たすべき役割を主体的に考える
ことができるように指導の充実を図る。

B

支援課
広報を充実させ、本校の教育相談や情報交換会「ちえのわ」について周知を図る。Ⅳ④

生徒指導課

保健課

進路指導課

研修課

アンケートやチェックリスト等の結果を、学部会等で児童生徒に関わる職員全員で共有することで、
日常の指導や支援に生かす。Ⅴ④

安全で衛生的な教育環境の整備に努
め、生命に関わる緊急時に備え、校内
の救急体制を整備する。

A

見えない・見えにくい児童生徒を担当する教員の情報交換会「ちえのわ」を年３回実施する。Ⅳ①③

関係諸機関(幼稚園・保育園・小中学校・特別支援学校、医療・福祉機関)との連携をとり、研修協
力、見え方相談を実施する。Ⅳ③

保護者・担任と連携して施設等の情報を収集、訪問を実施し、生徒の実態に応じた実習先の確保
に努める。Ⅲ④

「安全・危機管理マニュアル」に沿った、より現実に即した訓練と研修を実施する。Ⅴ③

ヒヤリハット事案、事件・事故事案の区別を明確にし、その集約・共有を行い、幼児児童生徒の事故
防止につなげる。Ⅴ⑥

教育相談活動の充実を図る。

学校や関連機関と連携をとり、セン
ター的機能の充実を図る。

A

A A

・評価は適切である。
・ヒヤリハットについては、少ない方が良いというこ
とではない。ヒヤリハットが多いことはそれだけ注意
し未然に防ごうとする意志の表れであるので、大い
にあげていってほしい。

A

・評価は適切である。

A

A

A A

・評価は適切である。

A

A A

相談利用者全員に視機能評価を実施し、それに基づき、単眼鏡等の
補助具の選択を行うことができた。サマースクール等のグループによ
る教育相談も定着し、好評である。日々の相談業務に追われ、十分
に研修の準備、実施について、時間をとることが難しい。実施方法の
工夫が必要である。

教育的ニーズに応じた支援を行うため、担当者の研修を実施し、専門性の向上を図る。Ⅳ①

「ちえのわ」について、チラシと教育相談の案内を作成し、教育事務
所を通じて福岡、筑豊、北筑後地域への全校配布、教育相談利用者
の在籍校へのチラシの送付等を行い広報に力を入れた。参加者数
は昨年度と大きな変化がなかったので、多くの方に参加して頂ける
ように実施時期や内容について検討していく。

B

A

キャリアパスポートの活用状況や進路につながる学習等については
アンケートを行うことができた。この結果をもとに、様式の見直しや活
用方法の検討を行っていく。

定期的に清掃または、物品購入・管理を行うことができたが、校内が
広く、職員が少ないため次年度の清掃割について検討が必要であ
る。シュミレーションや緊急対応の研修を実施し、職員間で情報共有
や理解を図ることができた。
幼児児童生徒の進路希望をもとに、施設見学を行うことができた。保
護者への情報提供に関しては、今後進路情報コーナーや進路通信
等を通して行っていく。

校内の日常的な環境衛生面の管理、及び感染症対策を含めた定期的な消毒や清掃、衛生用品の
整備と管理を行う。

幼児児童生徒が体験したことや学習したことを表現する場を設ける。Ⅱ③

いじめアンケートまたは学校生活アンケートを毎月、家庭用チェックリストを学期に１回実施し、いじ
めの早期発見に努める。Ⅴ④

幼児児童生徒の目標や実態に応じた学校行事や特別活動の計画を作成し、実施する。Ⅱ③

A

A

校内講師または外部講師による視覚障がい教育に関する研修会を企画・運営する。Ⅳ①

A

幼児児童生徒の安心・安全な学校生活
の確立と健全な生活態度の育成に向け
た支援の充実を図る。

B

A

幼児児童生徒の実態や保護者のニー
ズを踏まえ、一人一人に応じた進路指
導の充実を図る。

実態に合った活動内容を検討し、主体
的に行動できる幼児児童生徒の育成を
目指す。

幼児児童生徒の発達段階に応じた「人権教育全体計画」に基づき、人権学習を計画・実施する。
Ⅱ⑤

「学校いじめ防止基本方針」に基づきな
がら、いじめや悩みを見逃さない環境づ
くりに取り組む。

自分の健康を自分で守ることのできる幼
児児童生徒を育てる。

全職員への共通理解の場を設定し、協力体制を整え、職員研修の充実と情報共有に努める。
Ⅲ⑤Ⅴ⑥

B

ICTの活用スキルの向上を図るための
機器使用の促進と学びを深めるための
教材・教具の整備を行う。

職員の業務改善を図るために、生成AI
の活用を促進したり、ICT支援員の専門
性を適切に活用したりできるような環境
を整える。

A

B

職員のICT機器の活用を促進するため、学校ポータル等で授業や業務に活用できる情報を提供す
る。Ⅰ④

情報機器の管理の仕方を整理し、職員の使用を促進できるように適宜改善を行う。Ⅰ④

HPのトップページや内容を刷新し、閲覧数の増加を図る。Ⅳ④

評価項目以外のものに関する意見
・福岡県が実施しているキャンプ等の体験活動事業等に積極的に参加し
て、様々な体験を通して心の豊かさにつなげていってほしい。
・地方の学校の弱視教育力の底上げが喫緊の課題と感じる。是非協力頂
き視覚障がい教育の発展につなげていってほしい。

A

・評価は適切である。
・点字について、墨字でいうと基礎基本的な書く練
習になるので、是非今後も研修を重ね継承していっ
てほしい。

視覚障がい教育及び特別支援教育に
関する専門的な研修を実施する。

日常の教育活動を通して、幼児児童生
徒の実態に応じた人権教育の充実を図
る。

職員間の情報を共有し、費用対効果を
考慮した予算執行に努める。

B

人権教育を行うために必要な教材や参考となる授業実践の資料等の一覧を作成し、周知する。
Ⅱ⑤

B

・評価は適切である。
・生成ＡＩの導入について、長所・短所があると思う
が、幼児児童生徒の障がいの状況や実態に応じて
適切に活用していってほしい。

職員室後方のICT機器の管理場所の整理を進めることができた一
方、使い方がわからないことで使用頻度が低い機器もあったと考え
られるため、ICT支援員にマニュアル作りをお願いするなど利用促進
の方法を検討する必要がある。

ICT支援員に考えていただいたりアドバイスをいただく内容を改めて
検討し、活用していきたい。

HP・Instagramの作業を広報委員が使用
しやすいように整備する。 B

年度初めのHP更新は概ね年度始めに行うことができた。次年度は
広報委員会で伝える内容をより精査したり、投稿マニュアルを改善し
ルールを明確化したりすることが課題である。各分掌、学部のHP・Instagram投稿計画に沿って、広報委員が計画的に記事を作成できるようにす

る。Ⅳ④

学期ごとの安全点検や教員からの申し出をもとに、危険個所の修繕
等に努めた。

教員と事務職員が連携及び情報を共有することで、幼児児童生徒が安心して学べる施設・設備の
維持管理に努める。Ⅴ⑥

・視覚障がい教育の専門性の向上…計画的な校内研修の実施、外部研修への積極的参加により専門性の向上につなげることができた。今後はより実践的な校内研修を取り入れる等更なる専門性の向上につながる研修計画を立てる。
・センター的機能の充実…教育相談件数延べ２３０件以上。さくらんぼ教室、ちえのわ、ICT Study Club等対象者毎の教育相談事業を行い様々な相談やニーズにこたえることができた。この取組がまだ十分にいきわたっていない地域もある
ことから、今後も広報活動を行い視覚障がいをもつ子供やその保護者、学校関係者等への周知を行いセンター的機能の充実を図っていく。
・「確かな学び」の育成…幼児児童生徒の実態に応じた教育課程について検討を重ね、来年度に向けた編成を行った。今後も一人一人の実態を踏まえ、進路の見通しをもったカリキュラムマネジメントを行っていく。
・安心安全な環境づくり…危険個所の迅速な修繕、優先順位を付けた施設設備の改善を行い安全な学校環境維持に努めた。また、SCとの効果的な連携によって、幼児児童生徒のいじめや悩みを見逃さない環境づくりに努め、早期対応を
行い解決につなげていくことができた。今後もよりこまめな連携を行い、子供たちの安心安全な学校生活環境の充実に努めていく。

事務部

情報課

教員と事務職員が連携及び情報を共有することで、必要性、緊急性、費用対効果を考慮し、適切な
予算執行に努める。Ⅴ⑤

グループ研修において、各グループの進捗状況等を確認しながら研究を進め、課題及び改善点等
を検討する。Ⅳ①

教員に物品等の購入希望や施設の修繕要望を聞き取り、必要性・緊
急性・費用対効果を鑑み、有効な予算執行に務めた。

児童集会や全校朝会、文化祭実行委員会等、児童生徒が主体的に
活動する場を設定することで、幼児や低学年の児童も様々な活動や
体験に取組むことができた。文化祭においては隔年開催のため記録
を確実に残すと共に改善点を挙げておく。

振り返り・学校生活アンケートや家庭用チェックリストについて、ほぼ
実施することができた。実態により実施が難しい児童や見直しが必
要な項目等について、アンケートの見直しが必要である。

毎日の健康観察や定期的な身体測定を行うことで幼児・児童・生徒
の健康や成長を保護者と共有することができた。あいアイ相談、歯
磨き指導は充実していた。性に関する指導は年間計画の活用と実態
に応じた取組の工夫が必要である。

進路通信等、進路に関する情報提供の方法を整理し、職員・保護者との情報共有を図る。Ⅲ④

生成AI活用促進のための研修や簡易のマニュアル作成を行う。Ⅰ④

ICT支援員に職員が相談しやすい連絡経路手段を創設し、ＩＣＴ支援員へ様々な依頼をしやすい環
境を作る。Ⅰ④

自分の健康状態を正しく理解させるための取り組みを行う。　Ⅰ④　Ⅴ①

心身の発達段階や児童生徒の実態に応じた健康教育が行えるように各学部や専門機関等と連携
し、支援する。Ⅱ②⑥　Ⅳ②　Ⅴ④

B

・評価は適切である。
・築年数が経っている中、優先順位をつけ修繕され
ている。安全な教育環境維持のために、事前に専
門性の高い方に色や形等の修繕方法について意
見を聞くと良い。

A

・評価は適切である。
・教育相談数の件数が多いことは良いことである。
まだ、認知度が低い地域もあるので今後も幅広く広
報活動を行い、力を入れをいってほしい。

幼児児童生徒が安心して学べる施設・
設備の維持管理に努める。


